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輸入木材検疫要綱の運用基準（昭和51年３月１日付け50農蚕第7551号農蚕園芸局長通達）一部改正新旧対照表 

（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 
  

（削る。） 

 

 

 

 

 （指定の申請） 

第２ 植物防疫所長は、消毒実施区域の指定を受けようとする者に対

し、「輸入木材消毒実施区域（水面、陸上）の指定申請書」（別記様式１。

以下「指定申請書」という。）を提出させるものとする。 

２ （略） 

 

 （審査） 

第３ 植物防疫所長は、第２の指定申請書の提出があった場合には、植

物防疫官に次の審査を行わせるものとする。 

（１）・（２） （略） 

 

 （審査結果の報告） 

第４ 植物防疫官は、第３の審査を行ったときは、その結果をとりまと

め、意見を付して植物防疫所長に報告するものとする。 

 

 （指定の決定） 

第５ 植物防疫所長は、第４の報告に基づく審査結果を検討し、指定条

件を満たしていると認めたものについて、第１第２項の指定を行うも

のとする。 

 

 （指定の通知） 

第６ 植物防疫所長は、第５の規定により消毒実施区域の指定を行った

場合には、「輸入木材消毒実施区域（水面、陸上）指定通知書」（別記様

式２）をもって申請者あてに通知するものとする。 

（指定の公示） 

第２ 植物防疫所長は、消毒実施区域を指定した場合には、その旨を植

物防疫所（植物防疫事務所、支所及び出張所を含む。）において公示す

るものとする。 

 

（指定の申請） 

第３ 植物防疫所長は、消毒実施区域の指定を受けようとする者に対

し、「輸入木材消毒実施区域（水面、陸上）の指定申請書」（別記様式１。

以下「指定申請書」という。）１部を提出させるものとする。 

２ （略） 

 

 （審査） 

第４ 植物防疫所長は、第３の指定申請書の提出があった場合には、植

物防疫官に次の審査を行わせるものとする。 

（１）・（２） （略） 

 

 （審査結果の報告） 

第５ 植物防疫官は、第４の審査を行ったときは、その結果をとりまと

め、意見を付して植物防疫所長に報告するものとする。 

 

 （指定の決定） 

第６ 植物防疫所長は、第５の報告に基づく審査結果を検討し、指定条

件を満たしていると認めたものについて、第１第２項の指定を行うも

のとする。 

 

（指定の通知） 

第７ 植物防疫所長は、第６の規定により消毒実施区域の指定を行った

場合には、「輸入木材消毒実施区域（水面、陸上）指定通知書」（別記様

式２）をもって申請者あてに通知するものとする。 
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 （消毒実施区域の表示） 

第７ 第５の指定を受けた者は、当該消毒実施区域中の場所に「植物防

疫所指定輸入木材消毒実施区域」の表示を掲げるものとする。 

 

 

 （指定の有効期間） 

第８ 消毒実施区域の指定の有効期間は、３年間とする。 

 

 

 

  

（届出） 

第９ （略） 

 

 （指定の取消し等） 

第10 植物防疫所長は、第９の届出を受けた場合又は当該消毒実施区域

が指定条件を満たさなくなったと認めた場合には、指定事項の変更を

承認し、又は指定の取消しを行うとともに、その旨を当該申請者あて

に通知するものとする。 

２・３ （略） 

４ 植物防疫所長は、指定の取消しを行ったときは、当該場所に係る「植

物防疫所指定輸入木材消毒実施区域」の表示の掲示を止めさせるもの

とする。 

 

 （継続指定の申請） 

第11 植物防疫官は、第８の有効期間の終了後、引き続いて当該消毒実

施区域の指定を受けようとする者に対し、当該有効期間終了の日の１

カ月前までに指定申請書に関係書類を添付して提出させるものとす

る。なお、この場合には、当該指定申請書の「備考」欄に「継続」と記

載させるものとする。 

２ （略） 

 

 

 （消毒実施区域の表示） 

第８ 植物防疫所長は、第６の規定により消毒実施区域の指定を行った

場合には、指定申請者に対し、当該消毒実施区域中の場所に「植物防疫

所指定輸入木材消毒実施区域」の標識を掲げさせるものとする。 

 

 （指定の有効期間） 

第９ 消毒実施区域の指定は、毎年４月１日に行い、指定の有効期間は

指定の日から1年とする。ただし、年度の途中で指定する場合には、指

定の日から翌年（その日が１月１日から３月31日までの間であるとき

は、その年）の３月31日までとする。 

 

 （届出） 

第10 （略） 

 

 （指定の取消し等） 

第11 植物防疫所長は、第10の届出を受けた場合又は当該消毒実施区域

が指定条件を満たさなくなったと認めた場合には、指定事項の変更を

承認し、又は指定の取消しを行うとともに、その旨を当該申請者あて

に通知するものとする。 

２・３ （略） 

４ 植物防疫所長は、指定の取消しを行った場合には、当該場所に係る

「植物防疫所指定輸入木材消毒実施区域」の標識を撤去させるものと

する。 

 

 （継続指定の申請） 

第12 植物防疫官は、第９の有効期間の終了後、引き続いて当該消毒実

施区域の指定を受けようとする者に対し、当該有効期間終了の日の１

カ月前までに指定申請書に関係書類を添付して提出させるものとす

る。なお、この場合には、当該指定申請書の「備考」欄に「継続」と記

載させるものとする。 

２ （略） 
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 （継続指定の審査、決定等） 

第12 植物防疫所長は、第11の指定申請書の提出があった場合には、植

物防疫官に第３の審査を行わせるものとする。 

 

 （指定の公表） 

第13 植物防疫所長は、管内の消毒実施区域を、インターネットを利用

して公表するものとする。 

 

 （港域又は港頭地域外の消毒実施区域の指定） 

第14 （略） 

 

 （合格基準の詳細） 

第15 要綱第９の確認は、除去の場合を除き要綱別表１に掲げる消毒方

法別に、別表に掲げる基準によるものとする。 

 

 （継続指定の審査、決定等） 

第13 植物防疫所長は、第12の指定申請書の提出があった場合には、植

物防疫官に第４の審査を行わせるものとする。 

 

（新設） 

 

 

 

 （港域又は港頭地域外の消毒実施区域の指定） 

第14 （略） 

 

 （合格基準の詳細） 

第15 要綱第９第２号の確認は、除去の場合を除き要綱別表１に掲げる

消毒方法別に、別表に掲げる基準によるものとする。 

別記様式２（第７関係） 

 

水 面  

輸入木材消毒実施区域    指定通知書  

    陸 上 

 

 番    号  

年 月 日  

 

殿 

 

植物防疫（事務）所（支所・出張所）長 

 

月 日付けをもって、輸入木材消毒実施区域として指定方申請のあ

った区域は、下記のとおり指定したので通知する。 

なお、当該輸入木材消毒実施区域の現状（指定申請書記載事項）に変更

が生じた場合又は指定の取消しを希望する場合には、遅滞なく届け出ら

れたい。 

別記様式２（第７関係） 

 

水 面  

輸入木材消毒実施区域    指定通知書  

    陸 上 

 

 番    号  

年 月 日  

 

殿 

 

植物防疫（事務）所（支所・出張所）長  

 

月 日付けをもって、輸入木材消毒実施区域として指定方申請のあ

った区域は、下記のとおり指定したので通知する。 

なお、当該輸入木材消毒実施区域の現状（指定申請書記載事項）に変更

が生じた場合又は指定の取消しを希望する場合には、遅滞なく届け出ら

れたい。 
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記 

（略） 
 

 

おって、当該輸入木材消毒実施区域には別記標識を掲げられたい。 

 

記 

（略） 
 
 
 
 
 
 

（削る。） 別記 

 

植物防疫所指定輸入木材消毒実施区域 

 
指 定 番 号  
所 在 地 
面 積                    ｍ2 
指 定 期 間    年  月  日～  年  月  日 
管理責任者 
所 有 者 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

120cm 

80cm  
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附 則 

この通知は、令和８年９月30日から施行する。 

 


